
1 月 職員会議

2 火 ２学期中間考査

3 水 ２学期中間考査

4 木 ２学期中間考査

5 金 英検１次

6 土 河合塾記述模試③（希望者）

7 日 ◆

8 月 ◆体育の日

9 火

10 水 １学年PTA　　　河合塾記述模試③（希望）

11 木 音楽教室

12 金 ベネッセ駿台記述③

13 土
土曜課外５①②
学校説明会（中学生対象）

14 日 ベネッセ駿台記述③

15 月

16 火

17 水 修学旅行②(17～20)

18 木 事業所・研究所訪問コース別発表会①

19 金 県総文祭総合開会式リハーサル

20 土 県総文祭総合開会式　　◆

21 日 ◆

22 月 代休②

23 火

24 水

25 木 職業人講話①

26 金 河合塾マーク模試③

27 土
土曜課外６①②
河合塾マーク模試③

28 日 ◆県民の日

29 月

30 火

31 水 マラソン大会前健康相談

①②③は学年
◆は学校閉鎖

10月

 

                     

 

                                      

 

 

２学年主任  加藤 操 

 

  今年度の修学旅行は沖縄に行きます。４つの学習テーマを掲げ、事前学

習に始まり、現地での見学・体験、そして事後学習として、旅行ノートを

完成させてまとめとなります。 

 １日目のテーマは「基地問題」です。那覇空港に到着後、クラスごとに

見学先は違いますが、移動するバスの車窓から基地を目にし、沖縄の現実

を知ることができます。２日目は「自然・文化」です。班別にタクシーを

使い、自分たちの計画に基づいて一日を過ごします。沖縄の海を感じるた

めにマリン体験をする班や三線、沖縄ガラスの体験といった沖縄独特の文

化に触れる体験をする班もあります。３日目は「平和学習」です。南部戦

跡を中心に見学し、防空壕として使われた自然洞窟（ガマ）にも入ります。

４日目は「歴史」です。琉球王朝の王城であった首里城を見学します。中

国や日本、東南アジアとの交易により盛えた王国の政治・外交・文化を知

ることができます。 

 沖縄への修学旅行は豊かな自然や世界遺産に触れとともに、戦争の悲惨

さや平和の尊さについて考える素晴らしい機会となることと思います。そ

して、友との共同生活を通じて、お互いを理解し友情を深め、思い出に残

る修学旅行となることを期待しています。 

 

月日（曜）          主な見学地     宿泊地 

10月17日（水） 

 

 

 

1・7組  那覇空港→中村家住宅・中城城 

2・4組 那覇空港→嘉数高台 

3・6組 那覇空港→道の駅かでな・座喜味城跡 

5組   那覇空港→佐喜眞美術館   

残波岬 

ロイヤルホテル 

 

 

10月18日（木） 

 

 

班別タクシー研修 

   チェックポイント【美ら海水族館】 

夕食後、エイサー鑑賞･体験 

残波岬 

ロイヤルホテル 

 

10月19日（金） 

 

平和祈念公園・祈念堂（平和講話）・糸数壕 

ひめゆり資料館・おきなわワールド・国際通り 

パシフィック 

    ホテル 

10月20日（土） 首里城  

 
富高通信 
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群馬県立富岡高等学校 

群馬県富岡市七日市1425-1 

TEL 0274-63-0053 

FAX 0274-62-2745 

 

１０月の行事予定 

１０月の行事予定 

 



 

 

 

 

                                             養護教諭 西岡 広子 

       

「先生、男子生徒は、いかがですか？」１学期、田村校長先生から、時々このような言葉がけをいただきました。お

そらく女子高から来た私を気遣ってくださってのことだと感じました。その時は、まだ漠然とした富高生の印象しか

なく、「真面目で、礼儀正しいし、服装もきちんとしていて。」そんなお返事をしながら、何か平凡で、しっくりこな

い答えだなあと自分ながら感じ、校長先生に申し訳ない気持ちだったことを覚えています。でも、最近、最も確信の

ある答えが見つかりました。「忙しい親を見ていたらこのぐらいは自分でやろう、と思って、汚れたユニホーム洗いを

やるようになった。」「お皿洗いくらいならできそうだと思って、『やるよ。』と親に言った。」「お母さんが病気の時に

お父さんがお弁当を作っているのを見て、自分でやるようになった。」「自分でカレーを作ってお弁当に持ってきた。」。

このような話は女子校では、よく耳にしました。でも、時代遅れのようですが、同じことを男子生徒から聞けるとは

思っていませんでした。他にも、保健室で寝ている生徒を心配して、休み時間に様子を見に来たり、下級生の荷物を

運んでくれたりする生徒もいます。ある日、生徒を褒めると「先生、この学校の男はみんな優しいんです。」という答

えが返ってきました。富高生は、本当に優しいのです。東高で女子の優しさに触れ、更に今、富高で男子の優しさを

感じています。保護者の方々に「お父さん、お母さん、子育ては、大成功でしたよ。この子たちは今、こんな心優し

いお子さんに育ちました。うらやましいです。」とお伝えしたい気持ちでいっぱいです。 

 

 

 

 

 

 

 国民体育大会におきまして、ハンドボールでは本校部員を中心

とする群馬選抜チーム男子がベスト８と活躍しました。新チーム

での活躍も期待しています。また各運動部では新人大会が始まり

ました。陸上競技では女子１００ｍＨで３位となり、10月20日に

山梨県で行われる関東新人陸上大会に出場することになりました。

各部練習の成果を発揮し、自分達の目標実現を目指して頑張って

下さい。 

 

 

 

 

 

 

                       生徒会長 細野 出帆 

 

 どんな競技を企画すれば皆さんに楽しんでもらえるだろう？そのた

めには何が必要だろう？昨年までの男子校のノリの良さが残っていた

ためか面白さを重視して競技について考えていました。しかし、迫力

があって面白いというのと怪我をしないのは紙一重で、そのラインが

どこなのかという線引きは統合したばかりで個人差があり、とても難

しいものでした。それどころか競技以前に学年・クラスの男女比が違

う中でどうチームを分けるのかなど新高校特有の些細な点にまで配慮

が必要で、本当に０からのスタートで全てに頭を悩まされました。当

日は予報より早い時間から雨が降り始め予定通りに進まず、体育館へ

の移動などで迷惑をおかけしましたが、皆さんの臨機応変な行動に助

けられどうにか第１回目の体育祭を終えることができました。不十分

なものではありましたが協力していただきありがとうございました。 

 

 

 

 


